
  ２０１０年（平成２２年）１２月１日  水曜日    千秋町連区地域づくり協議会準備委員会だより    【第６号】   

- 1 - 

 

                 ※  発行者 千秋町連区地域づくり協議会準備委員会 
                          一宮市千秋町佐野字郷前２７６２番地（千秋町出張所内）電話２８－９０１０ 
 

「
観
劇
会
」 

（
文
化
庁
に
よ
る 

 
 

舞
台
芸
術
体
験
事
業
）

 

10
月
26
日
（
火
）
千
秋
東
小
学

校
屋
内
運
動
場
に
お
い
て
、「
観
劇

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

文
化
庁
の
「
子
ど
も
の
た
め
の
優

れ
た
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
に
よ

る
も
の
で
、
開
校
三
十
年
目
を
迎

え
る
今
年
度
、
記
念
行
事
に
と
応

募
し
た
と
こ
ろ
、
本
校
が
実
施
校

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

６
年
生
児
童
は
、
事
前
に
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
や
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
体

験
し
、
劇
の
一
部
に
参
加
し
ま
し 

千
秋
町
連
区
地
域
づ
く
り
協
議
会 

設
立
総
会
開
催
決
定 

 

10

月

25

日
に
開
催
さ
れ
た

準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
設
立
に

向
け
た
大
筋
の
合
意
が
得
ら
れ
、

各
種
団
体
の
協
力
を
求
め
な
が
ら

12
月
16
日
（
木
）
19
時
か
ら
設

立
総
会
を
開
催
す
る
旨
決
定
し

た
。
（
千
秋
公
民
館
） 

「
ふ
れ
あ
い コ

ン
サ
ー
ト
」

 

11
月
６
日
（
土
）
、
千
秋
南
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
学
校
外
活
動

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
130
人
を
超
え
る
子

ど
も
や
保
護
者
の
皆
様
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」「
龍
馬
伝
」
な
ど

素
晴
ら
し
い
音
に
感
激
し
ま
し
た
。

た
。
全
校
児
童
と
保
護
者
が
見
守

る
中
、
緊
張
し
な
が
ら
も
プ
ロ
の

方
と
一
緒
に
演
技
で
き
た
こ
と

は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。 

  

 

楽
器
紹
介
で
は
、
一
つ
一
つ
の
楽

器
の
音
色
に
「
や
さ
し
い
音
だ
な

あ
」「
こ
れ
は
何
か
の
音
に
似
て
い

る
な
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
感
想
を

持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、「
天
国
と
地

獄
」
の
演
奏
で
は
、
指
揮
者
体
験

も
し
ま
し
た
。
指
揮
者
の
一
ふ
り

で
音
色
や
テ
ン
ポ
ま
で
変
わ
っ
て

し
ま
い
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
後

半
は
「
会
い
た
か
っ
た
」「
ハ
ピ
ネ

ス
」
な
ど
み
ん
な
の
知
っ
て
い
る

曲
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
口
ず
さ
む

子
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
ま
た
、

機
会
が
あ
っ
た
ら
聞
き
た
い
な
あ

と
言
う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。

 
犯罪にあわない 犯罪を起こさせない 犯罪を見逃さない 

年末の安全なまちづくり県民運動
        12 月１日（水）から 12 月 20 日（月）までの 20 日間 

       運動の重点 ○ 住宅・店舗等を対象とした侵入犯罪の防止 
             ○ ひったくり等街頭で発生する犯罪の防止 
             ○ 子どもと女性が被害者となる事件・事故の防止

 

 
広めよう交通安全スリーS エス運動 

年末の交通安全運動 
     12 月１日（水）から 12 月 20 日（月）まで

          県内一斉交通大監視は 12 月６日（月）

                   ◎ 飲酒運転を根絶しよう 

                   ◎ 高齢者を交通事故から守ろう 
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安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災

害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
千
秋
町

連
区
防
災
訓
練
が
、
千
秋
町
連
区

自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
・
一
宮

市
社
会
福
祉
協
議
会
千
秋
支
会
の

主
催
で
今
年
も
10
月
31
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
千
秋
中
学
校
運
動

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

各
町
内
自
主
防
災
会
・
連
区
婦

人
消
防
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
か
ら 

 

 

 

 

 

 

    訓練のために集合した各防災会     

 

 

 

 

 

 

       煙道体験をする参加者      

約
450
人
が
参
加
し
、
千
秋
消
防
出

張
所
・
千
秋
北
分
団
・
同
千
秋
南

分
団
の
指
導
の
下
に
行
わ
れ
た
。

 

訓
練
は
６
種
目
。
全
員
が
常
に

訓
練
に
参
加
で
き
る
よ
う
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
形
式
を
採
用
。
明
日
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
を
意
識

し
な
が
ら
、
そ
れ
に
備
え
た
訓
練

を
熱
心
に
行
い
、
防
災
対
策
の
必

要
性
と
協
働
性
を
再
認
識
し
た
。 

平
成
22
年 

防
災
訓
練 

 

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
消
火
活
動
に
励
む
！ 

◎ 

各
種
訓
練 

○ 

避
難
訓
練
（
煙
道
体
験
）

 

地
震
の
み
な
ら
ず
、
洪
水
、
近

所
の
家
で
起
こ
っ
た
火
災
の
延

焼
、
工
場
の
大
規
模
火
災
と
爆
発

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
避
難
誘
導

の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

前
も
っ
て
避
難
勧
告
が
出
た
場

合
は
、
火
事
が
出
な
い
よ
う
ブ
レ

ー
カ
ー
を
落
と
す
こ
と
、
ガ
ス
の

元
栓
を
閉
め
る
こ
と
を
呼
び
か
け

な
が
ら
、
高
齢
者
な
ど
の
避
難
介

助
の
準
備
の
必
要
も
あ
る
。 

 

今
回
は
、
地
震
の
二
次
災
害
と

し
て
一
番
起
こ
り
う
る
可
能
性
の

あ
る
火
事
を
想
定
し
、
煙
道
体
験

に
よ
る
避
難
訓
練
を
行
っ
た
。 

○ 

避
難
所
資
器
材
取
扱
訓
練

 

大
規
模
な
地
震
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
膨
大
な
数
の
被
災
者
に

対
す
る
迅
速
な
救
援
救
護
策
の
実

施
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。 

 

中
で
も
、
自
宅
で
の
生
活
が
で

き
な
く
な
っ
た
住
民
に
対
し
て
は

速
や
か
に
避
難
所
を
開
設
し
て
収

容
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
大
規
模
な
地
震
災
害

時
に
は
、
避
難
者
自
身
に
よ
る
自

主
的
な
取
組
が
、
円
滑
な
避
難
所

の
運
営
を
行
う
た
め
に
は
必
要
と

な
る
。 

 

今
回
は
、
資
器
材
の
中
で
仮
設

ト
イ
レ
、
折
り
た
た
み
式
リ
ヤ
カ

ー
、
折
り
た
た
み
式
担
架
の
組
み

立
て
を
行
っ
た
。 

○ 

炊
き
出
し
訓
練 

 

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
断

水
・
流
通
機
能
停
止
等
、
水
・
食

料
の
入
手
が
難
し
く
な
り
、
行
政

 

 

 

 

 

 

     仮設トイレを組み立てる参加者    

 

 

 

 

 

 

   炊き出し訓練で赤飯を温めている参加者   

等
も
被
災
者
の
救
出
・
救
護
と
い

っ
た
一
刻
を
争
う
仕
事
に
忙
殺
さ

れ
、
住
民
の
生
活
の
維
持
に
関
す

る
し
く
み
を
一
気
に
立
ち
上
げ
る

こ
と
は
難
し
い
。 

 

そ
こ
で
、
最
低
で
も
３
日
間
は
、

地
域
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
給

水
・
食
事
の
確
保
に
対
処
す
る
必

要
が
あ
る
。 

 

個
々
の
家
庭
単
位
、
自
主
防
災

組
織
単
位
で
、
一
定
の
備
蓄
を
進

め
た
り
、
地
域
内
の
資
源
を
活
用

し
た
食
料
の
調
達
ル
ー
ト
を
確
保

し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
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  ９班に分かれて応急救護訓練を行う参加者  

ま
た
、
大
な
べ
や
釜
な
ど
、
家
庭

と
は
違
う
器
具
の
使
用
・
調
理
方

法
に
つ
い
て
、
十
分
に
訓
練
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

今
回
は
、
家
庭
と
は
違
う
調
理

器
具
に
視
点
を
向
け
、
「
は
そ
り
」

を
使
っ
た
訓
練
を
行
っ
た
。 

○ 

応
急
救
護
訓
練 

 

災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
の

暮
ら
し
の
中
で
も
私
た
ち
は
、
突

然
の
け
が
や
病
気
に
襲
わ
れ
る
可

能
性
を
い
つ
も
抱
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
場
合
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
数
分
間
の
対
応
の
有

無
が
非
常
に
重
要
に
な
る
。 

 

さ
ら
に
大
規
模
災
害
時
に
は
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
、
各
地
で
多
数

の
負
傷
者
が
出
る
た
め
、
素
早
い

医
療
機
関
の
応
援
を
期
待
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
。 

 

い
ざ
と
い
う
時
に
、
医
療
機
関

の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
で
の
間
、
家
庭
・
地
域
や
職
場

で
、
当
面
の
応
急
的
な
手
当
を
行

い
、
命
が
助
か
る
可
能
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

が
応
急
救
護
訓
練
の
目
的
。 

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、

震
災
に
よ
っ
て
救
助
が
必
要
に
な

っ
た
人
の
う
ち
、
約
85
％
を
一
般

の
住
民
が
救
出
し
た
と
い
う
推
計

（
神
戸
市
）
も
あ
り
、
多
く
の
人

が
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
社
会
の

対
応
力
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

た
。 

 

つ
ま
り
、
大
規
模
災
害
時
に
初

期
対
応
で
き
る
の
は
、
私
た
ち
自

身
で
あ
る
。 

 

今
回
は
、
尊
い
命
を
救
う
と
い

う
最
大
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

○ 

初
期
消
火
訓
練 

 
火
災
は
、
い
っ
た
ん
燃
え
広
が

る
と
消
火
不
可
能
。
火
を
出
し
た

場
合
は
家
族
・
地
域
で
初
期
の
う

ち
に
消
し
止
め
る
こ
と
が
必
須
。

 

特
に
大
地
震
災
害
時
は
、
消
防

車
の
救
援
が
見
込
め
な
い
こ
と
も

想
定
さ
れ
、
あ
ち
こ
ち
で
火
災
が

発
生
、
広
域
に
延
焼
。
多
く
の
財

産
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
火
災
さ
え
迫
っ
て
こ
な
け
れ

 
 
 
 
 
 
   目標物を狙って消火訓練を行う参加者   

A
E

D

の
取
扱
を
中
心
に
、
骨
折
手

当
、
心
肺
蘇
生
法
の
訓
練
を
行
っ

た
。 

ば
、
瓦
礫
や
建
物
の
下
か
ら
救
出

可
能
な
人
も
少
な
く
な
い
。 

 

神
戸
大
学
教
授
等
の
調
査
に
お

い
て
も
、
住
民
に
よ
る
消
火
活
動

の
結
果
、
特
に
火
元
で
焼
け
止
ま

っ
た
火
災
の
方
が
、
消
火
活
動
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
い
か
に
住
民
に
よ
る
初

期
消
火
活
動
が
重
要
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
が
解
る
。 

 

基
本
は
、
火
災
が
広
が
ら
な
い

よ
う
、
近
隣
住
民
が
協
力
し
て
迅

速
に
初
期
消
火
に
取
り
組
む
こ

と
。
し
か
し
、
地
域
住
民
の
一
部

だ
け
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
広
範

な
住
民
層
が
実
践
的
に
初
期
消
火

訓
練
に
係
わ
り
、
消
火
技
術
を
習

熟
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。 

 

今
回
は
、
水
消
火
器
を
利
用
し

た
基
本
的
な
消
火
訓
練
と
あ
わ
せ

て
、
競
技
形
式
で
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

を
行
っ
た
。
連
携
と
い
う
点
に
お

い
て
は
ど
の
訓
練
よ
り
も
有
意
義

で
熱
の
入
っ
た
訓
練
で
あ
っ
た

が
、
実
際
の
災
害
時
と
な
る
と
、

１
家
に
１
個
有
る
か
無
い
か
の
バ

ケ
ツ
よ
り
も
、
ど
の
家
に
も
最
低

１
個
は
あ
る
ゴ
ミ
箱
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。 

○ 

消
火
訓
練 

 

防
災
訓
練
の
最
後
を
飾
っ
て
、

一
斉
放
水
に
よ
る
消
火
訓
練
を
行

っ
た
。
災
害
時
に
は
、
消
防
団
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
が
学
校
に

備
え
て
あ
る
消
火
ポ
ン
プ
を
使
え

る
よ
う
訓
練
し
て
お
く
の
は
重
要

で
あ
る
。 

 

今
回
は
、
分
団
車
両
の
ほ
か
、

千
秋
中
学
校
に
配
置
し
て
あ
る

 
 
 
 
 
 
 
    バケツリレーで競い合う参加者      

次
頁
に
続
く 
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災
対
ポ
ン
プ
を
地
元
の
佐
野
自
主

防
災
会
が
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
を
婦

人
消
防
ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ぞ
れ
操
作

し
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
た
。 

 

女
性
学
級
社
会
見
学 

 

防
災
の
勉
強
も

 

10
月
15
日
、
公
民
館
女
性
学
級

の
社
会
見
学
で
名
古
屋
港
管
理
組

合
所
有
の
港
務
艇
「
ぽ
ー
と
お
ぶ

な
ご
や
２
」
に
乗
船
し
、
普
段
見

る
こ
と
の
な
い
海
上
か
ら
名
古
屋

港
を
体
験
し
た
。 

 
こ
の
港
務
艇
は
一
般
が
利
用
で

き
る
機
会
は
殆
ど
無
く
、
参
加
者

も
初
め
て
耳
に
す
る
名
前
。
秋
晴

れ
の
中
、
ポ
ー
ト
ビ
ル
の
横
に
接

岸
さ
れ
た
全
長
34.5

m
の
真
っ
白

な
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
船
。
船
内
は 

外
国
か
ら
の
要
人
視
察
に
も
対
応

し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
豪
華
で
清

潔
。
国
際
会
議
も
で
き
る
よ
う
、

同
時
通
訳
を
始
め
最
先
端
技
術
の

設
備
が
揃
っ
て
い
る
。 

 
速
力
22
ノ
ッ
ト
で
出
航
し
、
国

内
初
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

始
め
、
生
き
生
き
と
し
た
日
本
一

の
貿
易
港
を
見
学
し
た
。 

 

港
務
艇
は
、
そ
の
名
の
と
お
り

港
湾
の
管
理
・
運
営
や
施
設
の
維

持
な
ど
に
関
す
る
業
務
を
行
う
の

は
勿
論
、
災
害
時
に
も
大
活
躍
で

き
る
。
火
災
の
消
火
活
動
や
荷
物

運
搬
は
勿
論
、
海
水
を
真
水
に
変

           

「
食
ま
る
フ
ァ
イ
ブ
」
が 

千
秋
小
へ
や
っ
て
き
た
！

 

10
月
25
日
（
月
）
、
千
秋
小
学

校
で
、
愛
知
県
食
育
推
進
事
業
の

食
育
劇
「
食
ま
る
フ
ァ
イ
ブ
ー
メ

タ
ボ
軍
を
や
っ
つ
け
ろ
ー
」
が
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

栄
養
素
を
五
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
し
た
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
劇

を
見
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

参
観
さ
れ
た
保
護
者
か
ら
は
、「
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
子
ど
も
た
ち
に
親

し
み
や
す
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
気
づ
か
せ
る
よ
い
機
会
に

な
っ
た
。」
と
い
う
声
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。 

え
る
装
置
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

災
害
対
策
本
部
の
役
割
も
担
う
こ

と
が
で
き
る
と
の
こ
と
。 

 

名
古
屋
港
の
大
き
さ
と
災
害
時

ま
で
想
定
さ
れ
た
体
制
作
り
に
驚

き
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
社
会
見
学
で
あ
っ

た
。 

第
６
回
千
秋
音
楽
・
芸
能
祭

 

心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
、

ご
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

日
時
／
12
月
５
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

12
時
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

15
時
30
分 

 
 

 
 

 
 

 

会
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
秋
小
学
校

 
 

 
 

 
 

 

問
い
合
わ
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

村
田
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

（7
7
-
2
1
44

）

  

そ
の
後
の
学
校
保
健
委
員
会
で

は
、「
朝
食
を
見
直
そ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
児
童
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
の
朝
食
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
さ
れ
ま
し
た
。 


